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鶴
里
町
柿
野
の
三
国
山
キ
ャ
ン
プ
場
は
、

土
岐
市
・
瀬
戸
市
・
豊
田
市
に
ま
た
が
る
標

高
7
0
1
ｍ
の
三
国
山
山
頂
付
近
に
あ
り
、

緑
豊
か
な
自
然
と
景
観
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

山
頂
展
望
台
か
ら
は
、
3
6
0
度
の
展
望
が

開
け
、
遠
く
は
恵
那
山
や
御
岳
山
、
濃
尾
平

野
や
三
河
湾
な
ど
が
一
望
で
き
ま
す
。
特
に

名
古
屋
市
方
面
の
夜
景
の
美
し
さ
は
、
こ
の

地
方
随
一
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

家
族
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
同
キ
ャ
ン
プ

場
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

詳しくは、織部まつり実行委員会事務局（土岐商工会議所内・　○54　1131）

へどうぞ。 

例年、土岐市の夏の風物詩としてにぎわう「織部祭り」と「花火大会」、
今年は「炎の祭典　第51回　土岐市織部まつり」と銘打ち、　8　月　3　日（木）
に同日開催します。 
土岐踊りも、会場を土岐川河川敷に移し開催します。約100基の野焼き
窯から燃え上がる炎と夜空を彩る花火との共演は、土岐市織部まつりなら
ではの幻想的な光景となります。 
花火と野焼きの炎のコラボレーション「炎の祭典　第51回　土岐市織部
まつり」にぜひお出掛けください。 
 

 
当日は、会場一帯で交通規制が行われますので、ご協力ください。 

※毛布、飯ごう、バケツなども有料で貸し出します。 
※市内青少年育成団体（子ども会、スポーツ少年団など）の
平日利用に限り、施設使用料を免除します。 

お
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
鶴
里
町

総
合
開
発
推
進
協
議
会
（
鶴
里
支
所
内
・

　
○52 

2
0
0
1
）へ
ど
う
ぞ
。 



市
で
は
、
文
芸
活
動
を
振
興
す

る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
に
潤
い
や
、
ゆ
と
り
を
生
み
出

す
こ
と
を
目
的
に
、
第
5
回
土
岐

市
文
芸
祭
を
開
催
し
ま
す
。 

◆
応
募
資
格
　
▽
一
般
の
部
＝
高

校
生
以
上
　
▽
小
・
中
学
生
の
部
＝

市
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
、

市
内
在
住
の
児
童
生
徒 

◆
部
門
　
下
表
参
照 

◆
応
募
規
定
　
作
品
は
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。 

狂
俳
の
題
材
は
「
爽
や
か
」
・

「
愛
情
」
・
「
祭
り
」
・
「
文
芸
」

で
す
。 

◆
募
集
期
間
　
▽
一
般
の
部
＝
7

月
1
日
（
土
）
〜
8
月
31
日（
木
）

▽
小
・
中
学
生
の
部
＝
8
月
1
日

（
火
）
〜
9
月
15
日
（
金
） 

※
い
ず
れ
も
当
日
消
印
有
効 

◆
出
品
料
　
無
料 

◆
結
果
発
表
　
▽一般
の
部
＝
入
賞
・

入
選
者
に
通
知
　
▽
小
・
中
学
生

の
部
＝
各
学
校
へ
通
知 

◆
表
彰
式
　
▽
一
般
の
部
＝
12
月

17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
文
化
プ

ラ
ザ
　
▽
小
・
中
学
生
の
部
＝
各

学
校
で
実
施 

◆
賞
　
▽
文
芸
祭
賞
・
市
長
賞
・
教

育
長
賞
・
奨
励
賞
・
入
選 

▽
入
賞
・
入
選
者
の
作
品
を
作
品

集
に
編
集
し
、
入
賞
・
入
選
者
に

1
冊
贈
呈
し
ま
す
。 

※
応
募
作
品
の
訂
正
、
差
し
替
え
、

返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。 

詳
し
く
は
、
文
芸
祭
事
務
局

（
文
化
振
興
課
・
内
線
５
５
４
）

へ
ど
う
ぞ
。 

市民の皆さんが自ら企画し、開催する手作りコンサ
ート「スプリング夢コンサート　in　ＴＯＫＩ」。 
今年で、　8　回目を迎えるこのコンサートに、あなた
も参加してみませんか。 
●テーマ　「親しみやすい曲」（クラシック以外の曲でもよい） 
●日時　平成19年　3　月11日（日）午後　1　時30分開演予定 
●場所　文化プラザ・サンホール 
●応募資格　　18才以上で音楽活動（音大在学、卒業
程度）をしている方　　土岐市、多治見市、瑞浪市に

在住・在勤の方 
※過去にソロで　2　回以上出演された方は、アンサンブ
ルでお願いする場合があります。 
●種目　ピアノ、声楽、管・弦・打楽器、重奏など 
※洋楽（原則としてクラシック）に限ります。 
※楽器は、文化プラザにあるもの以外、各自持ち込み
となります。 
●演奏時間　ソロ　8　分以内、アンサンブルは10分以内 
●スケジュール　　代表者会議（　2　回）…①11月26日
（日）、②　1　月中旬（予定）　　通しリハーサル…平
成19年　2　月18日（日） 
●その他　　10組程度の演奏を予定（応募者多数時は、
選考による場合があります）　　コンサート当日のア
ナウンサー（　1　人）も同時募集します。 
●申し込み　文化プラザ、市役所、各支所に備え付け
の申し込み用紙に必要事項を記入の上、　8　月31日（木）
までに第　8　回スプリング夢コンサート　in　ＴＯＫＩ事
務局へお申し込みください。 

詳しくは、同事務局（文化振興課・内線555）へ。 



請
求
の
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

総
務
課（
内
線
2
2
5
）へ
ど
う
ぞ
。 

市
民
の
皆
さ
ん
が
市
政
運
営
に

つ
い
て
知
る
権
利
を
保
障
し
、
市

政
の
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
で
、
行
政
を
皆
さ

ん
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
に
す
る

た
め
、
平
成
12
年
か
ら
始
ま
っ
た

情
報
公
開
制
度
。 

昨
年
度
の
利
用
件
数
は
18
件
で
、

平
成
16
年
度
に
比
べ
、
3
件
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。 

  ▽
滞
納
件
数
・
金
額
・
累
計
額
一

覧
表
　
▽
市
税
滞
納
額
の
推
移
　

▽
市
有
地
一
覧
表
　
▽
交
通
災
害

共
済
取
り
ま
と
め
手
数
料
一
覧
　

▽
石
原
産
業
と
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
に

関
す
る
文
書
　
▽
墓
地
の
開
設
許

可
・
拡
張
に
関
す
る
書
類
　
▽
官

民
境
界
確
認
事
項
　
▽
法
定
外
公

共
物
申
請
業
務
仕
様
書
　
▽
水
道

の
共
同
住
宅
戸
数
届 

　 　 
3
件
の
不
服
申
し
立
て
が
あ
り
、

土
岐
市
情
報
公
開
審
査
会
へ
諮
問

し
、
そ
の
答
申
内
容
に
従
い
、
1

件
に
つ
い
て
は
、
不
開
示
決
定
を

一
部
開
示
決
定
に
変
更
し
、
他
の

2
件
に
つ
い
て
は
、
同
審
査
会
で

審
議
中
で
す
。 

詳しくは、多治見社会保険事務所（　○22  0255）また
は、市民課国保年金係（内線137・138）へどうぞ。 



「
女
ら
し
さ
」
「
男
ら
し
さ
」
と
い
う

言
葉
に
、
あ
な
た
は
何
を
感
じ
る
だ
ろ
う
。

高
校
生
に
問
い
掛
け
る
と
、
彼
ら
は
「
父

母
・
家
族
に
言
わ
れ
て
自
分
で
も
知
ら
な

い
う
ち
に
身
に
付
い
て
い
て
、
社
会
的
・

文
化
的
に
作
り
出
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
。」

と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職
活
動
の
話
を

し
て
い
て
も
、
女
性
は
「
素
直
」
「
優
し

い
」
「
よ
く
気
が
付
く
」
、
男
性
は
「
包

容
力
が
あ
る
」
「
意
志
が
強
い
」
と
こ
ろ

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
方
が
、
面
接
者
に
受
け

が
良
い
な
ど
と
話
を
し
て
い
ま
す
。 

で
は
私
た
ち
が
考
え
る
「
ら
し
さ
」
は
、

共
通
の
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

最
近
、
若
者
が
電
車
の
床
や
路
上
に
あ

ぐ
ら
を
か
い
て
座
っ
て
い
ま
す
。
「
女
の

子
が
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
は
『
ら
し
く

な
い
』
」
と
指
摘
す
る
と
、
「
マ
ナ
ー
が

悪
い
だ
け
」
と
返
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
う

や
ら
私
と
彼
女
の
「
ら
し
さ
」
は
違
う
よ

う
で
す
。
今
日
の
若
い
女
性
が
考
え
る

「
ら
し
さ
」
は
、
「
優
し
さ
」
や
「
自
分

の
意
志
が
は
っ
き
り
言
え
る
ハ
キ
ハ
キ
と

し
た
言
動
」
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

現
に
今
の
若
者
は
、
親
・
先
生
・
大
人
・

目
上
の
人
へ
も
、
は
っ
き
り
と
自
分
の
意

見
が
言
え
ま
す
。
特
に
女
性
に
顕
著
で
、

女
性
の
パ
ワ
ー
の
高
揚
、
意
識
の
変
化
を

感
じ
ま
す
。 

か
つ
て
は
「
し
と
や
か
さ
」「
優
し
さ
」

で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
「
ら
し
さ
」
は
、

世
代
に
よ
る
ズ
レ
は
あ
り
ま
す
が
、
確
実

に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。 

近
年
「
男
性
の
家
庭
で
の
役
割
分
担
」

が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
の
も
そ
の
ひ
と
つ
。

こ
の
よ
う
な
変
化
を
率
直
に
受
け
止
め
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
職
場
・
家
庭
で
起
こ

る
男
女
・
夫
婦
間
の
ズ
レ
は
小
さ
く
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
男
性
は
困
惑

し
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。

し
か
し
、
現
実
は
何
と
も
難
し
い
こ
と
か
。 

私
の
記
憶
に
残
る
標
語
に
「
女
が
変
わ

る
、
男
が
変
わ
る
、
社
会
が
変
わ
る
」
が

あ
り
ま
す
。
男
性
の
変
身
を
促
し
て
い
る

よ
う
で
、
私
の
頭
か
ら
消
え
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。 



消
防
本
部
通
信
指
令
室
で
は
、
1
1
9

番
通
報
の
対
応
を
主
と
し
、
防
災
行
政
無

線
の
実
施
、
そ
の
他
の
無
線
業
務
、
一
般

電
話
の
受
け
付
け
業
務
を
し
て
い
ま
す
。 

火
災
が
発
生
し
ま
す
と
、
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
、
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
そ
の
直
後
に
、
市
民
の
方
々
か
ら

多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

1
1
9
番
は
、
緊
急
通
報
専
用
回
線
の
た

め
、
受
信
数
と
対
応
人
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
問
い
合
わ

せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
と
、
緊
急
を
要

す
る
関
係
機
関
（
警
察
な
ど
）
へ
の
連
絡

に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
、

火
災
直
後
の
問
い
合
わ
せ
は
、
控
え
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
1
1
9
番
を
緊
急
時
以
外
で
使

用
さ
れ
ま
す
と
、
実
際
の
火
災
な
ど
の
災

害
、
救
急
の
通
報
に
支
障
を
き
た
し
、
1

分
1
秒
を
争
う
状
況
下
で
、
本
当
に
必
要

な
方
の
電
話
が
つ
な
が
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
起
き
な
い

た
め
に
も
、
緊
急
時
以
外
に
は
、
1
1
9

番
を
使
用
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

  

　 平
成
3
年
11
月
1
日
か
ら
消
防
の
広
報

活
動
と
し
て
始
め
た
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

は
、
現
在
、
防
災
行
政
無
線
・
広
報
と
き

へ
の
掲
載
な
ど
に
よ
り
、
情
報
提
供
が
円

滑
に
図
ら
れ
、
そ
の
業
務
の
必
要
性
も
希

薄
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
状

況
を
か
ん
が
み
、
6
月
1
日
か
ら
、
そ
の

業
務
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
長

い
間
の
ご
愛
顧
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 



詳
し
く
は
、環
境
課（
内
線
2
5
3
）へ
ど
う
ぞ
。 

商品やサービスを購入する際に 
①環境への負担が少ないものか 
②価格や品質は適切か 
③本当に必要なものか 
を考えてから購入することを言います。 
例えば、リサイクルできない製品を買わないよう
にしたり、再生紙利用のコピー用紙やエコマークの
付いた文房具を優先的に買うといったことです。 
最近では、国や地方自治体だけでなく、環境問題
対策として、取り入れる民間企業も増えてきています。 

詳しくは、環境課（内線254）へどうぞ。 

 
茶華道連盟の役職を受けてはや　3　年、ただ行事を

こなす事のみ、じっくり反省する時間もなく、ひた
すら突っ走って来ました。ちょうど折しも、名古屋
の伊藤家から素晴らしい茶席「暮雪庵」が、織部の
里公園内へ移築されて　3　年目を迎え、同時進行で歩
んで来ました。この茶席のおかげで、長い間眠って
いた私を起こしてくれたように思えます。まさに生
きた教材が目の前に現れ、無言のうちに問い掛けて
くれるようです。本棚に埋もれていた参考書や、懐
かしいノートを引っ張り出して見直しています。自
身、還暦を過ぎたばかりですが、一年生のつもりで
励もうと思っています。 
市民の皆さまへ、茶の湯の世界へ入ってみたいが

始める機会がなかったという方や、もう一度やり直
してみたい皆さん、幾つになっても勉強です。私と
一緒に肩の凝らない楽しい時間を過ごしてみません
か。次回に詳しくご案内させていただきます。 
 
一口メモ（流派によって異なることあり） 

 
石の手水鉢を低くとらえて水を使うときにつくば

うため、この名がある。客は、
先ず柄杓で手を洗い、口を
すすぐことによって身も心
も清めた後、席入する。 
※つくばう･･･うずくまる、
しゃがむの意 

ひしゃく 



下
石
小
学
校
で
は
、
毎
年
、
5
年
生

が
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
地
元
の

方
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
も

ち
米
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
           【

田
植
え
】
6
月
の
初
め
に
、
田
植
え
を

行
い
ま
す
。
ま
ず
、
苗
の
植
え
方
を
教
わ

り
、
そ
れ
か
ら
田
ん
ぼ
の
中
に
入
っ
て
い

き
ま
す
。
田
植
え
は
、
初
め
て
と
い
う
子

が
ほ
と
ん
ど
で
、
田
ん
ぼ
の
土
の
感
触
に

驚
き
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
に
慣
れ
、
手
際

よ
く
植
え
て
い
き
ま
す
。 

【
稲
刈
り
】
秋
、
運
動
会
が
終
わ
る
と
稲

刈
り
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
鎌
を
持
っ
て

慎
重
に
刈
り
ま
す
。
そ
し
て
、
稲
の
束
を

は
ざ
に
掛
け
て
い
き
ま
す
。 

【
脱
穀
】
稲
穂
が
十
分
乾
い
た
頃
に
脱
穀

を
行
い
ま
す
。
は
ざ
か
ら
稲
の
束
を
運
び
、

脱
穀
機
に
か
け
ま
す
。 

【
も
み
す
り
・
精
米
】
機
械
に
か
け
、
も

み
殻
と
玄
米
に
し
ま
す
。
玄
米
は
、
薄
茶

っ
ぽ
い
色
を
し
て
い
ま
す
が
、
つ
い
て
い

く
と
店
で
買
う
よ
う
な
白
い
米
粒
に
な
っ

て
出
て
き
ま
す
。
「
あ
っ
、
白
く
な
っ
た
！
」

と
子
ど
も
た
ち
は
大
変
感
動
し
ま
す
。 

【
収
穫
祭
】
い
よ
い
よ
、
待
ち
に
待
っ
た

収
穫
祭
で
す
。
田
ん
ぼ
を
貸
し
て
い
た
だ

い
た
安
藤
さ
ん
や
、
田
植
え
か
ら
ず
っ
と

お
世
話
に
な
っ
た
仙
石
さ
ん
た
ち
を
お
迎

え
し
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
方
々
と
一
緒
に
も
ち
つ
き
を
し
た
り
、

お
米
に
つ
い
て
の
学
習
発
表
会
を
し
た
り

し
ま
す
。
そ
し
て
、
つ
き
た
て
の
お
も
ち

を
ほ
お
張
り
ま
す
。
も
ち
米
の
苗
を
頂
い

た
長
江
さ
ん
に
も
お
も
ち
を
お
届
け
し
、

味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
は
、
田
植

え
か
ら
収
穫
祭
ま
で
の
一
連
の
体
験
を
通

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
作
業
が
あ
る
こ
と
や
、

人
の
手
に
よ
っ
て
米
が
作
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
実

感
し
ま
す
。
同

時
に
、
米
作
り

に
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
方
々

へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
大
切
に

す
る
こ
と
を
学

ん
で
い
ま
す
。 



 

乳幼児の保護者  
 
市民 
 
 
　4　カ月健診を受けられ
たお子さんの保護者 
 
 

市民  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市内在住または、市内
の学校に通学している
中学生・高校生 
 
 
 不眠・ふさぎ込む・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方 
 
市民 
 
 
 

平成17年　7　月以前に生
まれた　2　歳未満のお子
さん  
 

　7　月28日（金）
 

  
　7　月31日（月） 
 
 

　7　月27日（木）  

 
 
　7　月24日（月）  
 

　8　月　9　日（水）  

　8　月15日（火） 
 　8　月18日（金） 
　8　月23日（水） 

　8　月24日（木） 

午前10時～11時30分 
 
午前10時～11時30分 
午後　1　時30分～　3　時  
 

午後　1　時～　3　時30分  
 

午後　1　時15分～　2　時 
 
午後　1　時15分～　2　時30分 
 
 
 
 
午前10時～午後　1　時 
 
 
 

 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
 

 
保健センター  

 
保健センター 
 
妻木公民館  

保健センター
 

 

肥田公民館  
 
 
 

保健センター
 

 
 
 
 
 
東濃保健所 
 
おおた歯科 
妻木平成町　5　-　8　 
　○57 5070

 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。 
 
定　員：20人 
先着10人まで託児可能。 
開催日の　2　日前までにお申
し込みください。 
血圧測定 
尿検査など 

歯みがき指導も行います。  
 
定　員：各15組 
持ち物：エプロン・三角巾

筆記用具 
開催日の　1　週間前までにお
申し込みください。 

 
 定　員：各20人 
持ち物：参加者本人の母子健

康手帳・筆記用具 
内　容：赤ちゃんの成長につ

いての話と赤ちゃん
とのふれあい体験 

開催日の　3　日前までにお申
し込みください。 
要予約 
東濃保健所（　○23 1111・内
線362）または、保健センター 
受診される際は、医療機関
へお問い合わせの上、お出
掛けください。 

　1　．麻しん、風しんいずれにもかかったことがなく、いずれの予防接種も受けたことがないお
子さんは、　7　月14日（金）までに保健センターへお申し込みください。 
※接種は、　8　月からですが、　7　月26日以降に申し込みされた医療機関で、接種日時を予約して
ください。 
　2　．麻しんまたは、風しんのいずれか一方にかかったことがある場合や、いずれか一方の予防
接種を受けたことがある場合は、単独ワクチンの接種となりますので、保健センターへお問い
合わせください。 

食中毒予防の3原則 

① 細菌をつけない（清潔）……………　手洗い、調理器具類の洗浄消毒を徹底しましょう。 
② 細菌を増やさない（迅速・冷却）…　調理した食品は、できるだけ早く食べましょう。 
③ 細菌を殺してしまう（加熱）………　食品の加熱は、中心まで十分に行いましょう。 
詳しくは、東濃保健所（　○23　1111　生活衛生課・内線357、 健康増進課・内線361）へどうぞ。   

80歳以上で自分の歯が20本以上ある方を表彰します。該当する方は、　7　月18日（火）までに保健センターへご連
絡ください。なお、今までに表彰された方は、対象となりません。 
※かぶせてあったり、治療してあっても、自分の歯であれば対象となります。 

助かる命を助けるために、一番身近な人助け。 

土岐津町 
駄知町 
妻木町 
下石町 

泉町  

肥田町 

 
 

小学校　4　年生
以上のお子さ
んと保護者 

　8　月25日（金） 

　7　月31日（月） 

　7　月28日（金） 

 
　7　月25日（火） 

  
　7　月17日（月・祝） 

午前10時～11時30分 

 
午後　1　時～　3　時 
 
 
午前　9　時～午後　3　時 

午前10時～11時30分 

午後　1　時30分～　3　時 

午前10時～11時30分 

　 



「ぎふ東濃アートツーリズム推進連
合」では、「ぎふ東濃アートツーリズ
ム・マイレージ」を実施しています。 
この機会に、身近にある美術館や博

物館、道の駅などに訪れてみませんか。 
◆実施期間　19年　3　月31日まで 
◆対象施設　　土岐市＝美濃陶磁歴史
館、美濃焼伝統産業会館、織部の里公
園、どんぶり会館、志野・織部、土岐
プレミアム・アウトレット　　多治見
市＝岐阜県現代陶芸美術館、岐阜県陶
磁資料館、市之倉さかづき美術館、こ
ども陶器博物館　　瑞浪市＝サイエン
スワールド、ミュージアム中仙道、瑞
浪陶磁資料館、瑞浪市化石博物館、市
之瀬廣太記念美術館、地球回廊　　恵
那市＝中山道広重美術館、中山道ひし
屋資料館、岩村歴史資料館、工芸の館
紺屋土佐屋、日本大正村資料館、おば
あちゃん市・山岡、そばの郷らっせぃ
みさと、上矢作ラ・フォーレ福寿の里、
くしはら温泉ささゆりの湯　　中津川
市＝青邨記念館、苗木遠山史料館、東
山魁夷心の旅路館、中山道歴史資料館、
子ども科学館、鉱物博物館、熊谷守一
記念館、藤村記念館、博石館、間家大
正の蔵、きりら坂下、賤母、花街道付
知、加子母、五木のやかた・かわうえ、
クアリゾート湯舟沢、付知峡倉屋温泉、
紅岩温泉 
◆実施内容　上記の美術館、博物館で
入場券を購入した際、入館料に応じた
「マイル」ポイントを獲得でき、獲得
した「マイル」によって下記の　4　コー
スのうちいずれかのマイレージ記念品
を受け取ることができます。 
◆マイルコース 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくは、県東濃振興局へどうぞ。 

次の皆さんからご寄付をいただきま

した。温かい善意をありがとうござい

ました。 

■曽木保育園に　　平成17年度曽木保
育園保護者会様＝デジタルカメラ（　7　
万円相当）　　辰巳厄年会様＝カラー
テレビ・ビデオカセットレコーダー・
絵本（計　5　万円相当） 
■駄知小附属幼稚園に　　駄知小附属
幼稚園平成17年度ＰＴＡ様＝子ども用
机　4　脚（16万円相当）　　天河同年会
様＝冷蔵庫・洗濯機・液晶テレビ・ビ
デオデッキ　（計20万円相当） 
■土岐津小附属幼稚園に　簡易保険団
体土岐津東地区共栄会様・土岐口区若
葉会様＝幼児サッカーゴール・多目的
机（計12万円相当） 
■土岐津小学校に　簡易保険団体土岐
津東地区共栄会様・土岐口区若葉会様＝
白黒レーザープリンター（12万円相当） 

地籍調査推進室では、　7　月　1　日から
地籍調査成果登記済地区における地籍
図などの地籍調査成果関連図書を　1　枚
300円で交付します。交付に際しては、
簡単な申請が必要です。 
詳しくは、地籍調査推進室へどうぞ。 

水の流れやせせらぎの音。川の風景
には、何かしら心和むものがあります。
それだけに河川環境はとても大切なも
の。澄んだ川の流れ、きれいな河川敷
を保つには、一人ひとりのちょっとし
た心掛けが大切です。 
改めて身近な川に目を向けてみませ

んか。 
●ゴミ、空き缶など捨てないで、河川
美化に協力をお願いします。 
●油や汚れた物を流さないようにし、
魚や虫たちをはぐくむ川にしましょう。 
●次のようなときは、許可などが必要
です。 
・土や砂利を採るとき 
・土を掘ったり、盛り土をするとき 
・物を置いたり、工作物を造るとき 
・堤防近くで建物を建てるとき 
河川に関するお問い合わせなど詳し

くは、監理用地課（内線・303）へどうぞ。 

・地域ぐるみで高齢者の交通事故を防
止する 

・自転車の安全な利用を推進する 
・無謀運転による交通事故を追放する 

 必要 
道の駅数

 
マイレージ記念品

 
先着数  マイル  

 25マイル 　1　駅 美濃焼一輪挿し 1,500個 

 50マイル 　2　駅 美濃焼湯飲み 500個 

 75マイル 　3　駅 美濃焼茶わん 200個 

 全館訪問 　5　駅 東濃産品詰め合わせ 50個 



名古屋税関では、終戦後に外地より
引き揚げてきた方々が、税関などに預
けた通貨や証券などを返還しておりま
すが、今なお、引き取り手がなく、保
管されたままになっているものが多数
あります。 
返還請求・問い合わせは、本人もし
くは家族の方でも構いません。 
心当たりの方は、気軽に問い合わせ
ください。 
返還している通貨・証券など 

●上陸地の税関または、海運局に預け
た通貨・証券など 
●帰国前に在外公館や日本人自治会な
どに預けた通貨・証券などのうち、そ
の後、日本に返還されたもの 
問い合わせなど詳しくは、財務省名
古屋税関監視部許可通関部門（　052-
654-4060）へどうぞ。 

本紙　5　月15日号でお知らせしました
改修についての調査表の提出期限は、
　7　月31日（月）です。補助を希望され
る方は、期限内に提出してください。 
詳しくは、商工観光課（内線・231～

233）へどうぞ。 

肥田浅野笠神町の市民プールは、50
ｍの競泳用プールをはじめ、流水プー
ル、造波プール、幼児用プールなどが
あり、子どもから大人まで楽しめるプー
ルです。 
◆開設期間　　7　月20日（木）～　8　月31日
（木）（最終日は、午前中で終了） 
※　8　月20日（日）は、市民総合体育大会
のためお休みです。 
◆利用時間　　午前の部＝10時～12時
30分　　午後の部＝　1　時30分～　4　時 
◆入場料　　中学生以下＝100円　　高
校・大学生＝200円　　大人＝300円
　ロッカー使用料＝50円 
詳しくは、スポーツ振興課（内線・

277）へどうぞ。 

◆日時　　8　月　4　日～　9　月　1　日の毎週金
曜日、午後　7　時～　9　時（全　5　回） 
◆場所　市総合公園テニスコート 
◆対象　初心者から中級者の方 
◆定員　40人程度（応募者多数時は抽
選） 
◆講師　（財）日本体育協会公認スポ 
ーツ指導員 
◆参加費　2,000円 
◆持ち物　ラケット、テニスシューズ 
申し込みなど詳しくは、市テニス協

会・加藤もとひでさん（　○54 1680）へ
どうぞ。 
 
 
 
 
 
 
この試験は、病気などのやむを得な

い事由で、保護者が義務教育諸学校に
就学させる義務を猶予または免除され
た者などに対し、中学校卒業程度の学
力があるかどうかを認定するために国
が行う試験で、合格者には、高等学校
の入学資格が与えられます。 
◆受験資格　①就学義務猶予免除者で
ある者または、就学義務猶予免除者で
あった者で、平成19年　3　月31日までに
満15歳以上になる者　②保護者が就学
させる義務の猶予または、免除を受け
ず、かつ、平成19年　3　月31日までに満
15歳に達するもので、その年度の終わ
りまでに中学校を卒業できないと見込
まれることについて、やむを得ない事
由があると文部科学大臣が認めた者
③日本の国籍を有しない者で、平成19
年　3　月31日までに満15歳以上になる者
④平成19年　3　月31日までに満16歳以上
になる者（①および③に掲げる者を除
く） 
出願期間や関係書類など詳しくは、

学校教育課へどうぞ。 

文部科学省後援による家庭料理技能
検定（　3　級および　4　級）を実施します。 
◆日時　　9　月23日（土・祝）　　　4　級＝
午前　9　時～　　　3　級＝午後　1　時～ 
◆場所　中京短期大学（瑞浪市土岐町） 
◆検定料　　　4　級＝9,000円　　　3　級＝
12,000円 
◆受検資格　年齢・職業・国籍・性別
不問 
◆締め切り　　7　月31日（月）※当日消
印有効 
※なお、受検準備講習会を中京短期大
学で　8　月　1　日（火）に実施します。 
申し込み方法など詳しくは、同大学

生活学科（　○68 4555）へどうぞ。 
 
 
 
 
多治見労働基準監督署では、平成　9　

年から「夏季無災害運動」を実施して
います。この運動は、例年、東濃地方
において、夏季に重大災害が多発して
いることから、全国安全週間（　7　月　1　
日～　7　日）を含む、　7　月　1　日から　8　月
末までの　2　カ月間を運動期間として、
その間の重大災害ゼロを目指し、事業
場における安全意識の高揚を図るとと
もに、自主的な労働災害防止活動の一
層の促進を図ることとしています。 
各事業場においては、墜落、はさま

れ・巻き込まれ災害などの防止のため、
いま一度、現場の安全点検を行い、安
全確保のための対策を講じましょう。 
詳しくは、多治見労働基準監督署

（　○22 6381）へどうぞ。 



発行：土岐市役所（　0572　1111） 
編集：秘書広報課広報広聴係（内線186） 

広報ときは 

古紙配合率100％再生 
紙を使用しています 


